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高温超伝導体Bi2Sr2Ca1Cu2O8+δ (Bi2212)は、ジョセフソン接合が1 µmあたり667 層積層した

結晶構造をしており、単結晶をメサ型に加工し接合が積層する方向に数ボルトの直流電圧を印

加することで単色の連続テラヘルツ波が発振する[1]。この発振現象は多数の接合で生じる交流

ジョセフソン電流がメサ構造による共振効果によって位相同期することで起こる。我々は、外

部共振器をメサ部に結合させる構造の素子によって、メサ部から共振器の役割を切り離す

ことに成功した[2]。20 µm角に小さくした最小自己共振周波数1.8 THzの正方形メサに、金

薄膜で作製した300 µm角の正方形パッチを接触させた素子から0.53-0.73 THz、150 µm角

の正方形パッチを接触させた素子から1.25-1.49 THzのテラヘルツ波放射を観測した[3]。 

この構造はアレイ化においてメサの自己共振周波数をそろえる必要がなく、高強度化に

向けたアレイ化に向いていると考える。そこで、20 µm角の4つの正方形メサを300 µm角の

正方形パッチに接触させた素子を作製し発振特性を調べた。下図は異なる二つのバイアス

点での周波数スペクトルの比較である。青色で描かれているスペクトルには４つのピーク

がみられ、４つのメサが非同期に発振していることを示している。赤色で描かれているスペ

クトルには２つのピークが存在し、0.64 THzのテラヘルツ波放射が強い。２つあるいは３

つのメサ間で位相同期が起こり、発振周波数の引き込みが生じたことを示唆している。詳細

については当日報告する。 
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